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１．総合評価 

（１）継続の可否     ☑ 継続       □ 中止 

（２）修正の必要の有無  □ 修正の必要あり  ☑ 修正の必要なし 

 

２．総合所見 

固体化レーダーによる観測の基盤技術を確立した点を高く評価する。論文と

しての成果発出が少ないと認められ、論文にまとめる作業も並行して進めても

らいたい。 
固体化レーダーについては、本庁での採用が予定されており、技術開発が急

務である。提案されている研究体制の変更については、概ね妥当と認められる

が、残り２年での組み換えが不可欠とは思われないという指摘があったことを

踏まえ、本研究の進捗状況と本庁の業務化スケジュールを勘案しつつ、関係各

所とよく議論して、効果的に研究が遂行できるように進めてもらいたい。 
偏波レーダーデータを用いた雲・降水過程の解明については、成果が十分と

は認められない。強雨を引き起こすプロセスの解明につながるような観測・解

析の工夫を行い、偏波情報の利用技術をさらに推し進めるとともに、成果を創

出する努力が必要と考える。 


